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第１章 埼玉県のトピックス
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大規模都市計画事業「越谷レ大規模都市計画事業「越谷レイクタウンイクタウン」」

■大型商業施設が08年10月オープン、大きな経済効果

越谷レイクタウンは、河川事業と新市街地整備を同時に行う壮大な都市計画事業であ
り、7,000戸の住宅建設を予定。国内最大級となる大型商業施設(ショッピングモール)
が08年10月にオープン。雇用促進、税収増加、地産地消など大きな経済効果を見込む。

◆大型商業施設（ショッピングモール）概要

敷地面積:26万4,161㎡、商業施設面積:21万8,483㎡、KAZE棟とMORI棟の
２棟がある。駐車場:8,200台、年中無休

◆越谷レイクタウン事業概要

事業者:UR都市機構、ｺﾝｾﾌﾟﾄ:河川事業と土地区画整理事業による新市街
地整備で親水文化創造都市を目指す。施行面積:225.6ha、事業年度:平
成11年度～平成25年度（清算期間5年を除く）、計画戸数:7,000戸計画
人口:約22,400人
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圏央道の延伸効果圏央道の延伸効果

■全国屈指の交通の要衝

圏央道の全線開通により、東名、中央、関越、常磐、東関東などの各高速道と接
続し、横浜港、成田空港の他、新潟方面へのアクセスも格段に向上。埼玉県は全国
屈指の交通の要衝。
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第２章 ２００８年９月期の実績
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貸出金：年間増加額 1千億円台を確保

年伸率：＋４．１％

増加額：＋1,０５２億円

コア業務純益 ： １０６億９百万円

前年同期比 △９億８８百万円

成
長
性

成
長
性

収

益

性

収

益

性

健
全
性

健
全
性

広義の調達（預金等＋預り資産）：年伸率＋２．５％

預金等（預金＋714億円、NCD△312億円）：＋403億円

預り資産：１０％超の伸び（簿価ベース）

経常利益 ： ３０億１５百万円

前年同期比 △７３億５６百万円

中間純利益 ： ２０億８４百万円

前年同期比 △４５億３２百万円

不良債権残高 ： ７９８億円 (３月末比 ＋１１７億円）

不良債権比率 ： ２.９８％ （ 同 ＋０.４４％）

分配可能額 ： ５１６億円 （３月末比 △３１億円）

自己資本比率 :   １０.４０％ ( 同 ＋０.０６％）

２００８年９月期決算の概要２００８年９月期決算の概要
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利益の状況利益の状況 ～～トップラインは、４トップラインは、４..５％の減益に止まる５％の減益に止まる～～

■与信費用の増加等により、経常および中間純利益は減益

(億円、％)

増減額 増減率

1 業務粗利益 273 △ 12 △ 4.5
2 資金利益 258 △ 1 △ 0.4
3 役務取引等利益 24 △ 7 △ 24.4

4 その他業務利益 △ 9 △ 4 77.9
5 （うち債券５勘定尻） △ 17 △ 7 74.3
6 （うち金融派生商品収益） 8 3 70.7
7 経費（△） 185 4 2.5
8 実質業務純益 88 △ 17 △ 16.5

9 コア業務純益 106 △ 9 △ 8.5

10 一般貸倒引当金繰入額（△） 21 29 －
11 業務純益 66 △ 46 △ 41.2
12 臨時損益 △ 36 △ 26 285.6

13 不良債権処理費用（△） 59 51 643.6
14 株式関連損益 33 33 －
15 その他 △ 11 △ 8 374.2

16 経常利益 30 △ 73 △ 70.9

17 特別損益 3 △ 3 △ 47.1

18 税引前中間純利益 33 △ 76 △ 69.4

19 中間純利益 20 △ 45 △ 68.5

実績
前 年 同 期 比

０８年９月期の収益状況０８年９月期の収益状況

増減〔△1億円〕の内訳

（増加要因）
①貸出金利息増17億円
②外貨ｺｰﾙﾏﾈｰ利息減3億円

（減少要因）
①預金利息増10億円
②有証利息減10億円

ｻﾌﾞﾌﾟﾗｲﾑ・CDO関連損失
〔15億円〕の内訳
①売却損12億円
②減損3億円

増減〔△7億円〕の内訳
①投信 △6億円
②保険 △1億円

増減〔+4億円〕の内訳
物件費増 4億円
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運運用・調達用・調達実績実績～運用・調達～運用・調達ボリュームボリュームは引続き地銀平均を上回るは引続き地銀平均を上回る拡大拡大～～

■利鞘の改善が、収益拡大に向けた課題

(％)

1.907 △ 0.019

貸出金利回り 2.090 0.002

有価証券利回り 1.233 △ 0.270

0.282 0.053

（預金等利回り） 0.302 0.057

<円預貸金利回差> 1.812 △ 0.052

1.175 △ 0.007

0.404 △ 0.055

08/9 前年同期比

 経費率

 総資金利鞘

項          目

 資金運用利回り

 預金利回り

増減額 増減率

貸 出 金 26,189 1,626 6.6%

有 価 証 券 5,668 △ 357 △5.9%

預 金 等
（ NCD を 含 む ） 31,431 966 3.1%

預 り 資 産 残 高
（ 末 残 ） 5,279 499 10.4%

36,863 904 2.5%(参考)   預金等＋預り資産（末残）

(億円)

08/9
前年同期比

項         目

2 .0 7 3
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1 . 9 0 1

1 . 8 1 2

2.003

2.100

1.994

2.114 2.090

1.510
1.495

1.233

1.373

1.223
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(%)
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(%)
円預貸金利回差 貸出金利回り

有価証券利回り 預金利回り（右目盛）

期中平残期中平残

利回り等利回り等

利回り等推移利回り等推移
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貸出金の推移貸出金の推移 ～貸出金の増加は、～貸出金の増加は、55ヵ年でヵ年で77千千77百億円に～百億円に～

■県内シェアは１５％目前

    項                  目 04／9 05／9 06／9 07／9 08／9

    残    高  （末 残） 20,087 21,665 23,413 25,419 26,471
　　増　　　加　　　　額 1,309 1,578 1,748 2,006 1,052

    伸       び       率 7.0 7.9 8.1 8.5 4.1
    地銀平均伸び率 △ 1.3 1.6 3.2 2.6 2.9

５年間の増加額は、7,693億円

(億円、％）貸出金の推移貸出金の推移

一般事業性貸出及び個人ローンの推移
数字は伸び率（％）

一般事業性貸出及び個人ローンの推移
数字は伸び率（％）

県内金融機関貸出金シェアの推移

12.7% 13.3% 13.9% 14.5% 14.8%

14.7% 14.4% 14.5% 14.5% 15.2%

70.0%71.0%71.5%72.3%
72.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

05/3 06/3 07/3 08/3 08/9

当行 他の銀行 信用金庫

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

０４／９ ０５／９ ０６／９ ０７／９ ０８／９

事業性貸出 個人ローン 地公体等貸出

5.8

15.9

4.1

15.2 9.3

7.8
6.9

8.2

△3.3 7.4 18.8
65.7

0.8

8.2

4.0

（億円）
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預金の推移預金の推移

■個人預金は定期預金を中心に順調に増加

    項                   目 04/9 05/9 06/9 07/9 08/9
    預金残高 （末残） 27,597 28,425 29,159 30,079 30,793
       預金伸び率 4.3 3.0 2.6 3.2 2.3
       地銀平均伸び率 0.1 1.3 1.2 2.2 1.4

（億円、％）預金の推移預金の推移

21,357 21,900
23,734

6,240 6,525 7,065 7,289
7,059

22,094 22,790
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個人 法人、その他

当行伸び率 地銀伸び率

預金残高の推移（種類別）預金残高の推移（種類別）
（億円） （億円）（％）

預金残高の推移（人格別）預金残高の推移（人格別）

13,592 13,595
15,407

14,830 15,791 15,960
15,386

14,11913,368
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預り資産および預り資産および役務利益の推移役務利益の推移

役務利益の推移

△ 3,000

△ 2,000

△ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

０４／９ ０５／９ ０６／９ ０７／９ ０８／９

（百万円）

投信関連 保険窓販 国債等

その他受入手数料 団信保険料 その他支払手数料

ネット役務利益（ ）内は、金額

費
用

収
益 (2,545)

(2,900)
(3,181)

(2,402)

(2,962)

719

1,237
1,661

1,941
2,176765

1,047

1,438

1,838
1,814

702

999

1,287

458

252

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

04/9 05/9 06/9 0７/9 08/9

億円

国債 投信 保険

預り資産残高の推移預り資産残高の推移

(5,279)
（ ）内は、合計金額

(4,779)

(3,802)

(2,742)

(1,736)
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中小企業等向け

   〃    以外

中小企業等比率(右目盛）

24.1%20.8%

28.8%

0%

10%

20%

30%

40%

当行 関東地区地銀 全国地銀

貸出金の状況貸出金の状況 ～住宅ローンなど個人向けの割合が増加～～住宅ローンなど個人向けの割合が増加～

大口先（上位１００社）への与信の集中状況（０８／６）大口先（上位１００社）への与信の集中状況（０８／６）

中小企業等向け貸出金の推移中小企業等向け貸出金の推移
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億円
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地域向け

東京等

地域比率(右目盛)

当行（08/9） 地銀平均（08/3） 平均比

製造業 10.9% 12.8% △1.9%

農業・林業・鉱業 0.2% 0.5% △0.3%

建設業 6.0% 5.0% 1.0%

電気・ガス・熱供給・水道業 0.4% 0.9% △0.5%

情報通信業 0.4% 0.7% △0.3%

運輸、倉庫業 3.2% 3.1% 0.1%

卸売・小売業 9.2% 12.2% △3.0%

金融・保険業 1.5% 4.4% △2.9%

不動産業 9.7% 10.7% △1.0%

各種サービス業 9.8% 12.1% △2.3%

地方公共団体 4.2% 7.7% △3.5%

その他(住宅ローン等） 44.4% 30.0% 14.4%

計 100.0% 100.0%

業種別構成割合の地銀平均比較業種別構成割合の地銀平均比較

地域向け貸出金の推移地域向け貸出金の推移
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保有有価証券の状況保有有価証券の状況 ～有価証券運用～有価証券運用は縮小傾向は縮小傾向～～

有価証券残高の内訳推移（時価ベース）

2,428 2,559
1,948

1,570

1,094 1,032

1,240
1,196

2,246

1,964 1,762
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482 408
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（億円）
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（億円）

国債 地方債 その他 株式 含み益

(右目盛)

(6,460)
(6,099)

(5,231)

(6,113)

( )内は、有価証券合計

(5,041)
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7.23%
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2.55%
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要管理債権

危険債権

破産更生債権等

開示債権比率（右目盛）

（1,327）

（1,026）

（681）

（798）

（億円）

不良債権の状況不良債権の状況 ～不良債権比率は、２％台～～不良債権比率は、２％台～

■与信費用は、上期実績80億円、通期予想113億円

０８年上期の増加要因０８年上期の増加要因

ピーク

5
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31 21
△3

1.26%

0.10%

0.94%

0.43%

△ 50
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50
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（億円）

△ 0.5%

△ 0.3%

△ 0.1%

0.1%

0.3%

0.5%

0.7%

0.9%

1.1%

1.3%
個別貸倒引当金繰入等

一般貸倒引当金繰入

与信コスト率（右目盛り）

与信費用の推移与信費用の推移

（219）

（188）

（24）

（中間80）

（通期113）

ピーク
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資本の状況資本の状況 ～自己資本比率は、引続き１０％台を維持～～自己資本比率は、引続き１０％台を維持～

760

941
941

941 941

461 548 516
364

249

428

416

460

478 501

10.34 10.40

10.51
10.21

9.27

0
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2,000

2,500

05/3 06/3 07/3 08/3 08/9

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

分配可能額 資本金・準備金

Tier2等 自己資本比率(右目盛り)

（億円） （％）

自己資本比率等の推移自己資本比率等の推移

（1,967）
（1,864）

（1,721）

（1,438）

（ ）内は、自己資本額 自社株買い（11月14日決議）自社株買い（11月14日決議）

取得期限

取得株数（上限）

取得金額（上限）

１株当り純資産（9月末）

株価（11/14決議日） 2,920円

H20.12.30

２５万株

１０億円

4,497円

（1,958）
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ぶぎんぶぎんグループのグループの決算決算状況状況 ～単体決算と同様に減益～～単体決算と同様に減益～

連単比較連単比較

前年同期比較前年同期比較 （億円）

自 己 資 本 比 率 （ ％ ） 10.52 10.58 0.06%

中 間 純 利 益

475

34

20

442

108

項   目

経 常 収 益

07/9期

△ 45

08/9期 前年同期比

65

33

△ 74経 常 利 益

（億円、倍）

単体

中 間 純 利 益 20 20 0 1.00

連単比率

1.14

1.13

項   目
連結

08/9期
連単差額

434

57経 常 収 益

経 常 利 益

418

30

475
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第３章 最近の営業施策
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基本戦略基本戦略 ～～県内重視の姿勢をより鮮明に県内重視の姿勢をより鮮明に～～

■重点地域への経営資源の傾斜配分

⇒埼玉県…全国的に見ても肥沃な市場

（県内総生産・人口ともに全国５位）

・営業拠点の約７割

（106拠点中70拠点）

・営業店外訪人員の約７割

（316人中228人）

傾斜配分

・県内人口の約７割

・県内法人の約７割
集中

重点地域

重点地域
480万人
（69%）

県内その他
 220万人
（ 31%）

重点地域
35,000社
（ 69%）

県内その他
16,000社

（31%）

県内人口分布県内人口分布

県内法人分布県内法人分布

(06年10月1日付、埼玉県)

（08年3月、帝国データCOSMOS）

川口

入間

朝霞

国道16号線

■県内プレゼンスの更なる向上

越谷

川越

さいたま
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法人戦略法人戦略①① ～～県内基盤の拡充に向けて県内基盤の拡充に向けて～～

■推進態勢の強化

<活動のメインターゲット＞
年商５億円以上の

企業

取引効率良好
ボリューム確保

0

2 ,000

4 ,000

6 ,000

8 ,000

10 ,000

12 ,000

14 ,000

０５/９ ０６/３ ０６/９ ０７/３ ０７/９ ０８/３ ０８/９ ０９/３見込

億円

５億円以上

１～５億円未満

年商１億円未満

事業性貸出金（年商階層別）推移

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

17,500

20,000

05/9 06/3 06/9 07/3 07/9 08/3 08/9

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

法人先数 うち年商5億円以上 年商5億円以上シェア(右目盛）

法人貸出先数の推移

メインターゲットである

年商５億円以上のシェアは着実に増加

新規開拓
専担者の
活動強化

企業担当
および

企業担当Ｊ
（ジュニア）

による新規開拓活動

統括推進役
による
活動支援

本
部
ス
タ
ッ
フ

営
業
店

支店長から担当者まで

各営業店一体となった

シェアアップ推進
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法人戦略法人戦略②② ～～業種別チームの活動展開業種別チームの活動展開～～

■専門部隊による新規開拓・シェアアップ推進

（05年4月～）
➢県内医療法人の取引シェア向上
≪活動実績≫

（05年4月～）
➢社会福祉法人の取引シェア向上

（06年4月～）

医療チーム

環境関連

福祉チーム

・高齢化の進展

・環境への社会的関心の高まり

医療福祉分野・環境関連分野に関する
専門的知識・ノウハウ蓄積の必要性

↓
専門スタッフの育成・投入（総勢7名）

ニーズ発掘
事業計画の検証

・医療法人(年商５億以上) 取引シェア
２２％⇒４０％

・新規開拓 １０７先
・１６８億円実行

・社会福祉法人取引シェア
１１％⇒２５％

・新規開拓 ３７先
・８９億円実行

・産業廃棄物関連法人
取引シェア ８３％

・新規開拓 ８９先
・６４億円実行

医療

環境

福祉

(05年4月～）

（05年4月～）

（06年4月～）

08年4月～

・農業法人への取組開始
⇒新規開拓６先 1億円実行
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23,038

9,503

21,116

9,945

29,580

8,890

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

07年度上期 07年度下期 08年度上期

重点地域 他地域

個人戦略個人戦略①① ～～住宅ローン推進体制住宅ローン推進体制をを強化強化～～

■推進強化により住宅ローンは順調に増加中

➢全11センターでの業者チャネル向け推進

体制の確立＜重点地域には９センター＞

（大宮、大宮西口、南浦和、川口、川越、南越谷、朝霞

所沢、八潮、熊谷東、久喜）

＜08年上期＞

住宅ローンセンター実行金額 ３９１億円

4 ,788
5 ,189

5 ,610
5 ,813

6 ,138
6 ,485

6 ,787
7 ,076

7 ,382

0

1 ,000

2 ,000

3 ,000

4 ,000

5 ,000

6 ,000

7 ,000

8 ,000

05/3 05/9 06/3 06/9 07/3 07/9 08/3 08/9 09/3見込

●主力商品

『スーパー大満足』

金利・取扱条件での訴求力の大きい商品設計

➢住宅ローン借換活動の強化

『借換スペシャル』キャンペーン実施

＜08年上期実績＞ １０３億円実行

＜08年下期目標＞ ２００億円実行

住宅ローン残高推移（億円）住宅ローン残高推移（億円）

県内住宅着工戸数の推移県内住宅着工戸数の推移

（出所 住宅金融支援機構）
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個人戦略個人戦略②② ～～資産運用型ローン資産運用型ローンでで資産家層へアプローチ資産家層へアプローチ～～

■資産家層囲い込みを強化

➢本部スタッフによる営業店支援
・資産家層への相談型営業（エリアＦＰ）

・アパマン業者ルート営業（アパマン専担者）

➢「建物限定アパートマンションローン」（07年9月投入）

・金利優遇型ローン→資産家層

・10年以上の一括借上契約先に対応→アパマン業者

《資産家層・アパマン業者双方に訴求力のある商品設計》

2,458
2 ,542

2,616 2,655 2,687 2,716
2,786

2,924

3,118

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0 5 / 3 0 5 / 9 0 6 / 3 0 6 / 9 0 7 / 3 0 7 / 9 0 8 / 3 0 8 / 9 0 9 / 3 見込

資産運用型ローンの残高推移（億円）

資産家層 アパマン業者

推進態勢

土地を有効活用したい！

相続対策

安定収入

営業店
住宅ローンセンター

本部スタッフ
エリアＦＰ
アパマン専担

案件情報
マッチング

緊密な連携



Copyright, Musashino Bank Ltd. 23

個人戦略個人戦略③③ ～～預り資産推進体制預り資産推進体制～～

➢アフターフォローの徹底

5 , 967

5 , 026

4 , 779

4 , 304

3 , 802

3 , 260
2 , 7422 , 265

5 , 277

24,284

22,790

22,478

22,094

21,933

21,743

21,900

23,397

23,734

0

1 , 0 0 0

2 , 0 0 0

3 , 0 0 0

4 , 0 0 0

5 , 0 0 0

6 , 0 0 0

7 , 0 0 0

0 5 / 3

0 5 / 9

0 6 / 3

0 6 / 9

0 7 / 3

0 7 / 9

0 8 / 3

0 8 / 9
0 9 / 3見

込

2 0 , 0 0 0

2 0 , 5 0 0

2 1 , 0 0 0

2 1 , 5 0 0

2 2 , 0 0 0

2 2 , 5 0 0

2 3 , 0 0 0

2 3 , 5 0 0

2 4 , 0 0 0

2 4 , 5 0 0

預り資産

個人預金(右目盛）

預金・預り資産推移（億円）

➢富裕層・退職者層への取組強化
・「備える」・「残す」ニーズに対応

⇒コンサルティング営業により、保険商品の提案

・退職金受け皿商品「益々元気プラン」投入

・資産運用セミナーによる囲い込み

➢非対面チャネルによる裾野の拡大

・インターネットバンキング活用

⇒投信購入手数料の優遇

⇒金利優遇定期「むさしのダイレクト定期預金」

・お客さまに対する運用状況・市場環境の丁寧な説明

⇒信頼感の醸成、新たな運用ニーズの発掘

・販売員に対するサポート体制の充実

⇒証券会社等を活用した研修会の実施

推進に向けたモチベーションの向上
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各地銀とのアライアンス各地銀とのアライアンス ～戦略的提携～戦略的提携～～

➢商品の共同開発

・カーボンオフセット定期

「地球（ほし）の未来」(08年10月)

➢ＢＰＲに向けた共同取組み

・営業店業務の効率化

「新融資支援システム」の共同化（11年度導入予定）

～電子稟議等の導入

➢商品共同開発

・「むさしのロングエスコート」(08年10月)

女性専用住宅ローン（21行取扱）

⇒女性向けの様々なサービス付帯

➢当行、東京都民銀行、横浜銀行、千葉銀行、

常陽銀行、関東つくば銀行の６行

⇒自行と同条件でのＡＴＭ出金・振込みが可能に

➢地域金融マーケティング研究会（20行参加）

地域金融に特化したマーケティング戦略の共同研究

➢地銀リース業務研究会（26行参加）

リース業務に関わるノウハウの共有・高度化

➢地域金融リサーチ・コンサル研究会（21行参加）

シンクタンク業務に関わるノウハウの共有・高度化

じゅうだん会における取組みじゅうだん会における取組み

地銀住宅ローン共同研究会（55行参加）地銀住宅ローン共同研究会（55行参加）

首都圏地銀とのＡＴＭ提携首都圏地銀とのＡＴＭ提携

様々な研究会への参画様々な研究会への参画
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環境への取り組み環境への取り組み

■かけがえのない埼玉の自然を守るために

○「ぶぎん環境カレッジ」

・（財）埼玉県生態系保護協会の協力を得て、

０８年４月よりスタート（８６名受講）

・自然環境保全・生態系保護に対する知識習得

（野外学習の模様）

➢環境配慮型商品の展開
・水と緑の定期預金（エコ定期）
・カーボンオフセット定期

「地球（ほし）の未来」
・エコハウス住宅ローン

➢業務を通じた環境への対応
・チームマイナス６％への参加
・クールビズの実施
・グリーン購入
・１９時消灯キャンペーン

➢公益信託「むさしの緑の基金」

➢従業員向け環境教育「ぶぎん環境カレッジ」
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０８年度下期の収益０８年度下期の収益計画計画

６０４０当期（下期）純利益

９７６７経常利益

１１３３２与信コスト（△）

６△１０有価証券損益

２２５１１８コア業務純益

３６７１８２経費（△）

１６８その他

５２２８役務利益

５２２２６４資金利益計

△３△１預金・有証その他利息

２４６１２５個人ローン利息

２８０１４０事業性貸出利息

通期下期

計画（０９／３）

２０中間純利益

３０経常利益

８０与信コスト（△）

１６有価証券損益

１０６コア業務純益

１８５経費（△）

８その他

２４役務利益

２５８資金利益計

△２預金・有証その他利息

１２１個人ローン利息

１４０事業性貸出利息

上期

実績（０８／９）

コ
ア
業
務
純
益
12
億
円
増
強

法人戦略

県内特化の徹底・統括推進役の設置のほか、

利鞘の改善を協力に推進

期中平残 上期比＋６６億円

個人戦略

ｱﾊﾟﾏﾝﾛｰﾝ増強・借換案件取入を一層強化

期中平残 上期比＋４６４億円

資金利益 ５億円

預り資産：投信・保険をバランスよく増強

期中獲得＋６００億円

法人取引：フィービジネスの推進

役務利益 ４億円

経費削減 ３億円

下期与信費用

一般貸倒引金繰入 ２億円

個別貸倒引当金繰入３０億円

県内取引先へのキメ細かな対応

０９年３月期に向けた収益改善のポイント→下期の対応

（億円）
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２００９年３月期の業績予想２００９年３月期の業績予想

563 562 1
資金収益 522 525 △ 3
役務収益 52 55 △ 3

△ 12 △ 18 6
367 356 11
195 205 △ 10
24 △ 3 27

171 209 △ 38
225 238 △ 13

△ 74 △ 37 △ 37
89 27 62
34 1 33

その他 △ 19 △ 12 △ 7
97 171 △ 74

特別損益 4 11 △ 7
101 182 △ 81
41 73 △ 32
60 109 △ 49

10.40 10.34 0.06

(B)前年実績 比較(A)-(Ｂ)

（億円、％）

自己資本比率

経常利益

税引前利益
法人税等及び調整額 （△）

当期純利益

コア業務純益

臨時損益
不良債権処理費用  （△）
株式等損益

実質業務純益
一般貸倒引当金 （△）

業務純益

その他業務利益

業務粗利益

経費（臨時費用を除く）  （△）

単体ベース （Ａ）09／3期予想

＜連結／通期 予想＞ ・経常利益 １０１億円（前年比 △４４％） ・当期純利益 ６０億円（同△４４％）
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中期経営計画（中期経営計画（VALUE UP 21VALUE UP 21）の進捗状況）の進捗状況

ボリューム

指

標

貸出金平残

最終着地目標
（１０年３月期）

最終着地目標
（１０年３月期）

預金等平残

コ ア 業 務 純 益

28,600億円

33,400億円

(＋5,500億円）

(＋4,100億円）

(＋4,100億円）

285億円

経 常 利 益 235億円

当 期 純 利 益 140億円

コ ア Ｒ Ｏ Ａ 0.75%

Ｒ Ｏ Ｅ 7.3%

コ ア Ｏ Ｈ Ｒ 55%

自 己 資 本 比 率 10%以上

不 良 債 権 比 率 1%台

預り資産残高(末残) 8,500億円

分 配 可 能 額 770億円

収
益
力
／
効
率
性

健
全
性

期初予算
（０９年３月期）

期初予算
（０９年３月期）

26,676億円

31,977億円

247億円

190億円

112億円

0.71%

6.98%

59.66%

10.11%

2.17%

6,047億円

639億円

２年目着地予想
（０９年３月期）

２年目着地予想
（０９年３月期）

26,470億円

31,614億円

225億円

97億円

60億円

0.66%

3.90%

62.03%

10.40%

2.54%

5,888億円

531億円

中計スタート台
（０７年３月期）

中計スタート台
（０７年３月期）

23,102億円

29,254億円

(＋3,574億円）

(＋2,723億円）

(＋1,743億円）

235億円

183億円

117億円

0.72%

7.45%

59.92%

10.51%

2.75%

4,304億円

461億円

(＋3,368億円）

(＋2,360億円）

(＋ 1,584億円）
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本日は、
弊行会社説明会にご参加いただきまして

誠に有り難うございます。

本日配布致しました資料に記述されている
将来の業績予想及び未確定の目標値等は、
経営環境の変化等に伴い変化し得ることに

ご留意下さい。

本日の説明に関するご照会先

武蔵野銀行 総合企画部

℡ ０４８－６４１－６１１１（代）

担当：坂本・田上（広報・IRｸﾞﾙｰﾌﾟ）
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埼玉県経済埼玉県経済①① ～全国順位～～全国順位～

総 人 口 709万人 2007年10月 全国５位(東京、神奈川、大阪、愛知）

事 業 所 数 24.8万ヶ所 2006年10月 全国５位(東京、大阪、愛知、神奈川）

県 内 総 生 産 20.7兆円 2005年度 全国５位(東京、大阪、愛知、神奈川）

製造品出荷額等 14.7兆円 2007年度 全国６位(愛知､神奈川､静岡､大阪､兵庫）

県 民 所 得 20.8兆円 2005年度 全国５位(東京、神奈川、大阪、愛知)

出所：総人口、事業所数 総務省
県内総生産、県民所得 内閣府
製造品出荷額等 経済産業省
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埼玉県経済埼玉県経済②② ～人口遷移～～人口遷移～
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青森県 ＋1,052 等

埼玉県への総転入数：169,565人
他 県への総転出数：161,021人

埼玉県の人口移動
＋8,544人（2007年）
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■埼玉県の移動人口■埼玉県内人口および世帯数

出所：国勢調査（07年、08年は埼玉県の推計調査） 出所：総務省

万人 万世帯
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埼玉県経済埼玉県経済③③ ～地価動向～～地価動向～

■基準地価（埼玉県）
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■公示地価（埼玉県）

毎年1月1日を基準とした県内全域の平均変動率の推移毎年7月1日を基準とした県内全域の平均変動率の推移
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出所：経済産業省、日本自動車販売協会連合会

詳細につきましては、ぶぎん地域経済研究所のホームページ (http://bugin-eri.co.jp)をご参照ください。

■大型小売店販売額
対前年比の推移

■乗用車新車販売台数
対前年比の推移
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■新設住宅着工戸数
対前年比の推移

■1世帯あたり消費支出額
対前年比の推移

出所：総務省、国土交通省

詳細につきましては、ぶぎん地域経済研究所のホームページ (http://bugin-eri.co.jp)をご参照ください。
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詳細につきましては、ぶぎん地域経済研究所のホームページ (http://bugin-eri.co.jp)をご参照ください。

■鉱工業生産指数
対前年比の推移

■有効求人倍率
対前年差の推移

出所：経済産業省、厚生労働省、埼玉県
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詳細につきましては、ぶぎん地域経済研究所のホームページ (http://bugin-eri.co.jp)をご参照ください。

■消費者物価指数
対前年比の推移

■企業倒産
倒産件数の推移

出所：総務省、埼玉県、帝国データバンク
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プロフィールプロフィール

■会社概要（2008年9月末日現在）

設立 1952年（昭和27年）3月6日
本店 さいたま市大宮区桜木町一丁目10番地8
従業員数 2,105名
資本金 457億円
有人店舗 91か店（県内89、県外2)
店舗外ATM 123か所
ＡＴＭ・ＣＤ設置台数 472台

■店舗配置図

■経営理念
「地域共存」「顧客尊重」を永遠の企業理念とし、
埼玉の地元銀行として総合金融サービスの向上に努
め、地域経済・社会の発展に貢献する。
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当行データ当行データ①① ～貸出金の推移～～貸出金の推移～
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当行データ当行データ②② ～預金等の推移～～預金等の推移～
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当行データ当行データ③③ ～有価証券の状況～～有価証券の状況～
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当行データ当行データ④④ ～預り資産・自己資本の状況～～預り資産・自己資本の状況～
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